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	原告らはこの裁判において、感情的な思いや決意を表明していますが、裁判とは事実を検証し明らかにする場であるべきです。私はあくまで事実に基づいて話を進めます。
	まず2023年2月3日に県立荒川高校体育館で行われた確認会と称する糾弾会です。原告らは私が「ヤクザみたいだった」と表現したことが名誉権侵害であると主張しています。しかしこれは事実を適切に表現したものであり、実際にその場で何が起きていたのかを克明に述べます。
	会には、部落解放同盟新潟県連合会の関係者と思われる年配の男性5〜6名が参加していました。その後ろには特別席のようなものがあり、新発田の住吉支部の女性幹部、つまりは原告長谷川サナエさんが座り、会の進行や発言を実質的に指示していました。実際に発言していたのは3名ほどで、残りは黙って睨みをきかせるような状態でした。さらに解放同盟側の男性の一人が「先生たちも何とか言ってみろ」と迫りましたが、教員側は何も言えず沈黙していました。その時、長谷川さんが「名指しすればいい」と横から指示を出し、その状況は非常に威...
	この会合には教員約30〜40名が参加しており、皆スーツを着て真面目な様子で臨んでいました。教員は荒川高校とその周辺の学校の教頭、校長、同和担当教員らしい先生でした。さらに村上市の教育委員長と県教委の長谷川雅一教育次長らが出席していました。解放同盟側は村上市長も呼んだのに来なかったことに対し、「こんな大事な場に来ないとは何事だ」と強い怒りを示しました。
	解放同盟側は「同和地区出身の生徒が何人いるのか把握しているのか」「地区の情報は地元の教員に聞けば分かるだろう、それを言わないのは差別している証拠だ」と学校側に執拗に詰め寄りました。解放同盟側は、別の学校で「部落の子はいない」と回答したところ、後から部落出身の生徒が判明したことを持ち出し、「あの学校は嘘をついた、俺たちを騙した、それは差別しているからだ、嘘をついたら許さない」と強く脅迫しました。
	学校側は人数と地区を具体的に挙げて答えてしまいました。また「自殺した生徒についても、本人が部落に住んでいるわけではなく、そこに祖父の家があって通うこともあるから取りこぼさないようにしている」みたいなことを回答してしまいました。また、会場では自殺した生徒の母親の出身校までも話されていました。
	なぜ個人のプライバシーに関わることなのでお答えできないと言わなかったのか。教育委員会の関係者もその場にいたにもかかわらず、なぜ止めなかったのか。解放同盟側は立場を利用して、特別扱いをさせろ、同和教育を徹底的にやれと脅しをかけているように見えました。また、正直なところ、これはいじめではないかとも感じました、と、糾弾の様子を知る方は私に話しています。
	さらに解放同盟側は部落の生徒の家庭訪問を強く要求し、「なぜ特別な配慮をしないのか、差別しているから行かないのだろう」と強く非難しました。学校側が「家庭訪問時に部落出身だからと本人に説明するのか」と反論したところ、解放同盟側は逆上し「口答えするな」「普通の差別の問題じゃない、特別扱いしないと分からない」と声を荒げ、学校側は最終的に訪問を承諾せざるを得ない状況に追い込まれました。
	終了予定時刻を過ぎた際、学校側が「コロナがあるから換気も必要だし、時間は16時半までとお約束したはず」と述べたのに対し、解放同盟側は「時間なんていいじゃないか！コロナなんて大丈夫だ！」と、むちゃくちゃな返答をしました。
	現場は「脅迫や恐喝のような異常な威圧感に支配され、誰も反論できなかった」「まるでヤクザのようだった」「警察を呼んでもおかしくない状況」だったと言います。
	生徒の自殺について県教委は、公式には具体的な学校名を伏せてはいますが、荒川高校であることはSNS等で地元の人が話題にしていたので、公然の秘密です。解放同盟はそれだけにとどまらず、自身が開催した研究集会で自殺した生徒の祖父の家がある地域を特定できるようなことまで話し、生徒の名字は部落姓だなどということまで言っています。はっきり言えば、生徒の個人名は解放同盟側が出した情報をもとに特定できる状態です。
	解放同盟側が学校側を脅迫し、生徒の個人的な情報を強引に言わせた行為は、地方公務員法上の守秘義務違反という犯罪行為です。
	これらの具体的かつ詳細な事実を踏まえれば、私が「ヤクザみたいだった」と表現したことは誇張や中傷ではなく、現場で実際に行われたことを正確に描写したものです。私は十分な証拠を提出していますし、それでも足りないというのであれば、当時その場にいた人物の何人かは分かっているのだから、聞いてみれば何が事実なのか分かるはずです。 　ここまで話を聞けば、本当に原告らが「部落差別を解消したい」と考えているのか、または「部落の場所を誰にも知られたくない」と強く願っているのか、正直いって疑わしく思うのではないでしょう...
	次に、「曲輪クエスト」についてです。これは日本各地に残る古村の現状や歴史を客観的かつ具体的に調査し、記録したものです。単に古村を訪れるだけではなく、様々な人々との出会いを通じて、社会的・歴史的・行政的な視点から重要な考察をしています。
	例えば、新潟県内の取材では、歴史的文献を綿密に調査したうえで現地を訪れ、実地調査との比較検証を通じて報告しています。上越市北本町や新発田市住吉町などでは、同和対策事業が行われた経緯や行政施策について検証し、適切であったかどうか批判的に考察しています。これは同和事業のあり方やその社会的影響を考える上でとても価値のあるものです。
	また、胎内市桃崎浜、乙地区などの調査では、行政が地域を十分に把握せず恣意的に古村を指定した可能性を指摘しています。これは公的資金の適切な運用や行政の透明性向上につながる公益性を持っています。
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